
■管内部での延長測定の例 

（曲線施工の場合は、原則として左右壁の延長を測定する。ただし、直線部は管底部で測定することにより左右壁毎の測定を省くことができる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測　定　延　長　及　び　数　量　算　出 出来高延長

排水施設工 (2.00/2）＋0.43＋63.33＋{(24.73＋22.21)/2}＋15.73＋{(2.25＋2.25)/2}＋(3.00/2)＝107.71 107.70

空伏せ工  0.43＋2.25＝2.68 2.68

管推進工  107.70－{2.00/2)－(3.00/2)－2.68＝102.52 102.52
  

 

 

 

   

 

到達立坑土留 

マンホール躯体 
マンホール内径 

管目地を外して任意の測定ポイントを 

直線部で明示する。 

（目地仕上げを行っても測定ポイント 

が隠れないよう管理を行う。） 
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■送水管等（鋳鉄管布設）の 

延長測定の例                                        平 面 図 

 

（鋳鉄管路延長は地表面に 

 測定点を設定（標示）し 

 その延長を測定する。） 

 

 

 

 

                 φ150Ｋ形ダクタイル管路 

                                        Ｓ＝1/100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦断面図 

 

 

 

 

 

 ﾀﾞｸﾀｲﾙ管路実延長                      580 

1.070+0.12＋0.407＋4.800＋18.491＋2.927    

=27.815ｍ 

添 26‐15 


